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第３節 整備に関する基本的な考え方

表１－３に訓練課題整備に関する基本的な考え方を示す。この表は、訓練課題の整備状

況を数値的に明確化するために考案した。１つの仕上がり像に対してシステム①、システ

ム②、システム③の訓練課題がすべて整備されている場合とシステム①、システム②の訓

練課題が整備されている場合を「整備済」としている。また、それ以外を「未整備」とし

ている。さらに、今後より効率的な訓練課題の整備を実施するために、優先度を設定して

いる。仕上がり像が実施されている施設数を５施設以上と５施設未満と分け、優先度を１

から４段階で設定している。この考え方に基づくと、平成２５年度における全系訓練科の

仕上がり像に対する訓練課題の整備率は、約７０％（平成２４年度は６０％）である。各

系における整備率は、機械系が約７１％、電気・電子系が約５０％、居住系が約９１％で

ある。また、仕上がり像が実施されている施設数が５施設以上では、全系訓練科で約８７％

であり高い整備率となっている。各系における整備率は、機械系が約８９％、電気・電子

系が約８５％、居住系が約９１％である。 

 

表１－３ 訓練課題整備に関する基本的な考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  システム① システム② システム③

例）

第一システム評価課題

例）

第二システム評価課題

例）

第三システム評価課題

基本システム評価課題 総合課題

済

　　　　　　　訓練実施時期

訓練課題整備状況

整
備

済

１つの仕上がり像に対
し、システム①、シス
テム②、システム③の
課題がある 済 済

未
整

備

１つの仕上がり像に対
し、システム①もしく
はシステム②の課題だ
け、または課題が無い
（実施施設数5施設以
上）

１つの仕上がり像に対
し、システム①もしく
はシステム②の課題だ
け、または課題が無い
（実施施設数5施設未
満）

済

１つの仕上がり像に対
し、システム①、シス
テム②の課題がある

済

優先度1

優先度3

優
先
度
2

優先度4
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第１節 活用状況

これまで整備された訓練課題における活用状況の把握と活用率向上へ向けた取り組み

をおこなった。活用状況は、訓練課題を活用している施設数と活用されている訓練課題数

の調査を実施した。「訓練課題に関するアンケート調査」の結果から、訓練が実施されてい

る６７施設（デュアル訓練を除く）中４９施設が訓練課題を活用しており、その活用率は、

約７３％であった。また、各系の活用されている訓練課題は、機械系が３７課題で活用率

１００％、電気・電子系が４７課題で活用率約９２％、居住系が２７課題で約９０％であ

り、現在整備されている訓練課題が訓練施設において比較的活用されている状況であった。 

各訓練課題の使用頻度を図２－１に示す。横軸は課題番号で縦軸は使用頻度である。各

系とも使用頻度にばらつきが見受けられ、今回の調査では全く使用されていない課題もあ

ることがわかった。訓練課題を使用しない理由としては、以下の５つの意見が多くあげら

れている。 

 

（１）機器依存や地域依存（カリキュラムの一部変更や独自の訓練実施）のため 

（２）訓練課題に設定されている実施時間が合わないため（実施する時間的余裕がない） 

（３）企業が求めている素養の習得度を測定する訓練課題の内容でないため 

（４）訓練課題の難易度が合わないため（難易度が高すぎる） 

（５）訓練課題の提示の仕方がわかりにくいため 

 

以上から今後は次のような検討が必要となると考えられる。①使用頻度の低い訓練課題

を中心に内容および時間設定の改善をおこなう。具体的には、就業に必要となる素養の習

得度が測定できるような内容および時間設定に見直す。あわせて、訓練課題の難易度につ

いても見直す必要がある。②機器依存や地域依存への対応をおこなう。これについては、

これまでにも機器依存する訓練課題については、機器依存を解消するように内容の改善や

汎用的に使用さている機器に対応した複数の課題の整備を実施している。また、地域依存

に対しては、訓練課題を素養毎に細分化し、施設の訓練状況に応じてカスタマイズ化でき

るような工夫なども検討する必要がある。さらに、各施設で独自に作成されている習得度

測定課題についても情報交換できる環境構築も検討する必要がある。③訓練課題の提示を

検討する。これについては、今年度に活用率の向上への取り組みとして検討したので、次

節で述べる。 
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図２－１（a） 訓練課題の使用頻度（機械系） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－１（b） 訓練課題の使用頻度（電気・電子系） 
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図２－１（c） 訓練課題の使用頻度（居住系） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0

5

10

15

20
H-
01

H-
02

H-
03

H-
04

H-
05

H-
06

H-
07

H-
08

H-
09

H-
10

H-
11

H-
12

H-
13

H-
14

H-
50

(A
)

H-
50

(B
)

H-
5１

H-
52

(A
)

H-
52

(B
)

H-
53

H-
54

(A
)

H-
54

(B
)

H-
55

H-
56

H-
57

H-
58

H-
59

H-
60

H-
61

H-
62

居住系

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－１（a） 訓練課題の使用頻度（機械系） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－１（b） 訓練課題の使用頻度（電気・電子系） 

 

0

5

10

15

20

25

30

35

M
-0
1

M
-0
2

M
-0
3

M
-0
4

M
-0
5

M
-0
6

M
-0
8

M
-0
9

M
-1
0

M
-1
1

M
-1
2

M
-1
3

M
-1
4

M
-1
5

M
-1
6

M
-1
7

M
-1
8

M
-1
9

M
-2
0

M
-2
1

M
-2
2

M
-2
3

M
-2
4

M
-2
5

M
-2
6

M
-2
7

M
-2
8

M
-2
9

M
-3
0

M
-3
1

M
-3
2

M
-3
3

M
-3
4

M
-3
5

M
-3
6

M
-3
7

M
-3
8

機械系

0

5

10

15

20

25

E-
01

E-
02

E-
03

E-
04

E-
05

E-
06

E-
07

E-
08

E-
09

E-
10

E-
11

(A
)

E-
11

(B
)

E-
12

E-
13

E-
14

E-
15

E-
16

E-
20

(A
)

E-
20

(B
)

E-
21

E-
22

E-
23

E-
24

E-
25

E-
26

E-
27

E-
28

E-
29

E-
30

E-
31

E-
32

E-
33

E-
34

E-
35

E-
36

E-
37

E-
38

E-
39

E-
40

E-
41

E-
42

E-
43

E-
44

E-
45

(A
)

E-
45

(B
)

E-
46

(A
)

E-
46

(B
)

E-
47

E-
48

E-
49

E-
50

電気・電子系

− 17 −



 
 

第２節 活用率向上への取り組み

これまで訓練課題に関する詳細な情報の提示方法は、訓練課題の番号・名称・概要など

が記載されている「訓練課題名一覧」、訓練課題の付属資料の種類とデータファイル名が記

載されている「訓練課題付属資料一覧」、訓練課題が何科のどの仕上がり像・システムに対

応しているのかが記載されている「仕上がり像別訓練課題対応表」など複数の資料を照ら

し合わせてみる必要があった。そのため、前節で述べたように資料が多くわかり難い。ま

た、そのことで訓練課題を活用していないとの意見も見受けられた。そこで、訓練課題の

活用率の向上に向けた取り組みとして、訓練課題の見える化を提案する。 

図２－２に訓練課題の見える化として考案したキャラクターシートの例を示す。キャラ

クターシートとは、例えば病院の個人カルテのように訓練課題毎に１枚のシートで詳細情

報が確認できるようにまとめたものである。このシートは、大きく３つの情報が記載され

ている。１つは、訓練課題の番号・種別・概要や取組み時間・付属資料情報などが記載さ

れているこれまでの基本情報に加え、習得度測定できる内容（訓練課題のねらい）を新た

に作業部会でまとめた。この「訓練課題のねらい」を見ることで、より的確かつ明確に訓

練課題を選択でき、活用できると考えられる。もうひとつは、どの訓練科のシステムに対

応した訓練課題なのかが記載されている。さらに、将来的にこの訓練課題を検索するシス

テム構築に必要となるキーワードなども記載されている。このシートをこれまで開発され

た１２２課題すべての整備をおこなうことで、これまでの複数の資料を照らし合わせてみ

る必要がなくなり、訓練課題の活用率の向上につながることが期待される。整備されたキ

ャラクターシートは、第３章に系毎に分類して記載している。 
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図２－２ キャラクターシートの一例 
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